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1問題と目的

知的障害教育において、作業学習は、「領域．教科を合わせた指導」の1形撃として、主に中学部．

中学校・高等部における有効な教育方法とされている。

作業学習では、「作業活動を学習活動の中心にすえ、生徒の働く力ないしは生活する力を高め、学

・校卒業後の社会生活につなげる」ことが意図される1）。そこでは、働く生活における社会自立が目標

とされている－と考えられる。作業学習は、年間継続的に生徒が作業活動に携わることが多く、継続的

な働く活動を通して、社会自立に必要な働く力の育成が図られる2）3）。

作業学習の作業種目は多様であるが、その中でも農園芸作業は、その労働性の高さから、作業学習

の内容として位置づけられることが多いものである4）。

しかし、冬期に積雪があり、屋外作業に大きな制限を受ける東北地域では、年間を通じて継続的に

農園芸作業を実施することに困難が大きいという課題がある。この課題を克服し、年間を通じた農園

芸作業を実施することを目指した実録研究もなされている5）。

冬期の積雪を伴う東北地方では、農園芸作業は、作業活動自体には作業学習として求められる高い

労働性を有していながら、積雪により、年間を通じての作業の継続性に困難があるという課題を有し

ていると考えられる。

一方で、作業種目として「地域性に立脚したものであること」が言及されている6）。この点につい

ては、「地域との産業などとの連携をはかることがたいせつであり」との指摘もある7）。地域性に立

脚した作業種目は、材料の入手や流通経路の確保などの実際上の利点と共に、生徒の地域生活に関連

の深い作業活動を展開できるという側面も有する。

その点では、農業を有力な産業とする東北地域において、農園芸作業が、作業学習の作業種目とし

て、軽視できないものであることが指摘できる。

しかし、農園芸作業と地域性の関係では、次のような指摘もなされる。

農耕をとりあげた場合、土地の広さ、気温、地質、周囲の状況などにより栽培する作物や時期
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が異なることはいうまでもないことである。A校で成功しているからといって、同じ作物を同じ

方法でB校でとり入れても成功するとは限らないのである8）。、。

東北地域における冬期の農園芸作業の継続性にかかわる課題は、上記引用の指摘する地域性の課題

に位置づくものであり、地域ごと、学校ごとの実践研究の蓄積による解決が図られるべきものと言え

る。

そこで本研究では、岩手大学教育学部附属養護学校中学部において今年度導入された農園芸作業学

習を事例的に検討し、積雪期のある東北地域において年間を通じて継続的な農園芸作業学習が展開で

きる方法に関する示唆を得ることを目的とする。

2方法

（1）事例授業

岩手大学教育学部附属養護学校中学部で2003年度より導入された農園芸作業学習（以下、「園芸班」）

における作業学習授業を事例授業とする。

園芸斑の概要は、以下である。

・生徒数：4人（うち1年生2人、2年生1人、3年生1人。男子2人、女子2人）。

・教員数：2人（吉岡、最上）。

・耕地面積：約900㌦。

・年間の授業期間：4月～11月（ただし、生活単元学習を実施する場合は休止）。

・日課上の主な授業時間：過5日（毎日10時30分～12時10分）。

・平成15年度の主な栽培作物：花類、葉菜、豆類、根菜。

（2）期間

・第I期：2003年9月末～11月9日。

．第Ⅱ期：2003年11月10日～11月20日。

（3）期間ごとの方法

第Ⅰ期では、園芸姓で、第Ⅱ期に実施する授業の計画を立案する。今年度すでに実施した園芸班作

業の成果を検討すると共に、農業専門家より指導助言を受けながら、積雪期前に適切な授業計画を立

案する。

第Ⅱ期では、第I期に立案した計画に基づき、次年度の作業につながる活動を授業として実施する。

この期は、今年度の園芸班作業年間計画の中で最終の期であると共に、積雪直前の期でもあり、現在

の年間計画上、本研究課題にかかわる授業実施時期として最適と判断した。この期に実施する授業に

おける生徒一入ひとりが取り組む活動の推移と教師の支援的対応を継続的に記録し、授業展開として

の適切性を検討する。第Ⅱ期の授業にあたっては、以下の2点に即して授業検討を行う。

①作業学習の教育目標を授業に即してとらえる視点としての生徒主体の活動9）の最適化の検討。こ

こでは、授業者2人による事例対象生徒（各1人、計2人）の日々の活動記録をとる。

②積雪期前の農園芸作業としての活動の適切性の検討。ここでは、「領域・教科を合わせた指導」

の授業検討視点として先行研究に指摘されるもの10）を参考に、「活動の選択について」「活動計画につ

いて」「場の設定．道具等の工夫について」「授業での教師の配置や声かけ・手助けのあり方につい

て」の4視点から授業における手立てを検討し、課題を示すo
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3結果

（1）第I期の検討～今年度すでに実施した授業成果から～

今年度すでに実施した園芸班作業の成果を筆者（3人）で検討した。その結果、本研究第Ⅱ期に行

う授業にかかわる情報として、以下を確認した。

①現在使用している耕作地については、土壌の状態が十分でなく、いずれかの時期に全面的な土作

りを行う必要がある。

②今年度すでに実施した授業の中で、年度当初に実施した校地内花壇への花の植え付け作業は、生

徒に取り組みやすく、活動量も十分ある活動であったO

以上2点から、第Ⅱ期に行う作業として、「土作り」「球根の植え付け」を構想した。

「土作り」に関しては、園芸斑作業が今年度開始であり、十分に土作りを行っておく必要があるこ

とは、作業活動として必然性があると考えた。また、積雪期を迎える屋外耕作地では次年度に向けた

作付けが困難なことを考慮すると、年度最終期に今年度使用済みの土に手入れをし、次年度に向けた

作業準備を行う必要性からも望ましい活動と考えた。

「球根の植え付け」については、次年度当初に再度花壇への花の植え付け作業をすることを考える

と、今年度最終期の第Ⅱ期には、屋内において花の球根を植え付けておけば、次年度当初には、園芸

斑が栽培した花を花壇に植えることができる。球根の植え付けは、ビニールハウス内で行うことにな

るが、積雪期に屋外の耕作地が使用できないことを考えると、冬期の作業活動としても適切であると

考えた。

（2）第Ⅰ期の検討～農業専門家からの指導助言から～

これまでの園芸班作業の成果検討を踏まえ、専門家として岩手大学教育学部金澤俊成助教授（農学）

の指導助言をいただいた。

「土作り」については、金澤助教授に実地に園芸斑耕作地を見ていただき、土作りの時期、手順、

道具等について指導をいただいた。次年度のための土作りを積雪前のこの時期に行うことについては、

堆肥が効果をあげる上で一定期間が必要なことから、支障はないとのことであった。

「球根の植え付け」については、植え付け作業だけでなく、混合土作りも生徒の活動として取り入

れたい旨、授業者より照会したところ、混合土作りに関する手順、道具等についても指導をいただい

た。

（3）第Ⅰ期の検討一第Ⅱ期の授業計画の決定十

以上の検討から、第Ⅲ期の授業計画として、第Ⅱ期前半には、「土作り」を、後半には、「球根の植

え付け」を実施することに決定した。

「土作り」は、耕転、堆肥入れ、石灰散布を、順を追って全員で取り組む計画とした。耕転は、耕

転機の使用が考えられるが、どの生徒も取り組め、しかも十分に耕転できる方法として、フォークを

使っての耕転を行うこととした。なお、「土作り」については、第Ⅱ期直前の作業で、現在作付けさ

れている葉菜、豆類等の収穫が前提となった。

「球根の植え付け」は、校地内にあるビニールハウスを場として、混合土作り、球根の植え付けを、

順を迫って全員で取り組む計画とした。

（4）第Ⅱ期の検討～授業計画の修正・実施一

第Ⅰ期に計画した授業計画にしたがって、2003年11月10日からの第Ⅱ期授業を準備したが、当初、
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第Ⅲ期前には、収穫可能と思われていた耕作地内に作付け中の作物が、今年度の天候不順の影響で十

分に生育せず、収穫時期が第Ⅱ期に大きくずれ込むことが確実となった。

そのため、第Ⅱ期期間中の耕作地での「土作り」が不可能となり、計画を修正し、「球根の植え付

け」のみを授業として実施することとし、「球根の植え付け」を中心に授業計画を修正した。

日程は、混合土作りが11月10－17日（授業日5日間）、球根の植え付けが11月18－20日（授業日3

日間）であった。

（5）第Ⅲ期の検討～事例対象生徒の活動記録から～

授業者による事例対象生徒A君、B君の活動記録は、表1、表2のとおりである。

（6）第Ⅲ期の検討～授業者による授業の反省から～

2人の授業者による授業の反省を、「活動の選択について」「活動計画について」「場の設定・道具

等の工夫について」「授業での教師の配置や声かけ．手助けのあり方について」の4視点から記述し、

筆者（3人）間で確認した。その内容は、以下である。

【活動の選択について】

．混合土作り、球根の植え付け共に生徒にとってわかりやすい活動であったため、すぐに活動内容や

手順を理解し、取り組むことができる内容であった。

・理解しやすい活動内容であったため、一つ一つの作業の出来栄えと、次の活動への取り組みに対し

ての教師の確認はとりながらも、自分から進んで活動に取り組むことができる内容であった。

．球根の植え付けでは、自分なりに作業の進め方を工夫しながら取り組める活動であった。

そのため意欲的に取り組める活動であった。

．チューリップの球根を植え、来年の春に花を咲かせることを口頭のみで伝えた。生徒たちの意識が

高まるようにもう少し視覚的な方法で伝える必要があった。

・混合土作りは初めての活動であったが、予想以上に生徒達は集中して取り組んでいた。

・植え付け作業は、生徒たちが好んでいる仕事であり、できるだけ多く取り組めるように行いたいと

考えた。

［活動計画について】

．混合土作りと球根の植え付けとはっきり日程を分けたことで、一日の活動の中で自分なりの見通し

をもって作業に取り組むことができたと考える。

．混合土づくり作業を一定期間行ってから、植え付けの作業を行った。同じ作業を繰り返し行うこと

で、生徒達は作業手順を理解したり、見通しをもったりしながら活動することができた。

・作業工程を分担しなかったことで、自分なりのペースで取り組むことができていた。

．この作業の期間中に、前時2校時の授業が運動でマラソンであったため、週末には3・4校時の作

業の時間には、疲れが見えていた生徒もいた。

．混合土づくりから植え付けの作業に切り替えるとき、混乱する生徒がいた。一日の活動の中で、混

合土づくりから植え付けまでの流れを継続する方法もあった。

【場の設定．道具等の工夫について】

，各作業台に生徒2人と教師1人という配置であったため、作業に集中して取り組める状態であった。

また、広さ的にも友だちや教師の様子を見ながら取り組むことができる状態でよかった。

・作業台ごとに作業を進めることができるよう、それぞれの作業台に2種類の土を用意した。また、

混ぜ合わせた土を2つの作業台の間に置くスペースを作ったことで、より活動工程の見通しがもち

やすくなったと思う。
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．土をはかり入れる道具として、500mlのペットボトルを、土を入れやすいように斜捌こ切ってスコッ

プ代わりに用いたことで、土を汲み入れやすかった。ペットボドレには、少し厚くて硬いもの（炭

酸飲料用）のものが、より土を汲み入れやすかった。
・球根を植える際に球根用の穴をあけるための仕切りを作った。その教具があることで、教師の支援

が少なくてもよく、自分から活動に取り組むことができたと思う。

・球根用の穴を土にあける道具として、少し大きめの食事で使うスプーンを用いたが、春の作業の際

に首を植えるための道具として使ったこともあり、また穴の大ききにもあっていて生徒が違和感な

く穴をあける道具として使っていた。

．ハウス内で作業ができ、天候に左右されず取り組める活動であった。

．混合土づくりでは、土をまぜる場所、土を集める場所、プランターを置く場所を明確にし、作栄の

流れを一定にした。生徒たちは混乱することなく、取り組むことができた。

・ハウス内で作業を行ったため、作業が進むにつれ、プラシターの置き場所に苦労した。ハウスにこ

だわらず、外に並べる等の工夫をすれば良かった。

．球根の植え付けでは、10個の球根をプランターのどの場所に植えるかがわかるように仕切りを作成

し、それに合わせて植えるようにした。仕切りがはっきりしない部分があり、教師に確認を求めた

り、誤って植え付けたりする生徒がいた。もう少し明確な仕切りが必要であった。

．作業の見通しがもてるように、特定の生徒にチェック表を提示した。初めは、あまり意識していな

い様子だったが、繰り返し使用することで、見通しをもちながら作業に取り組むことができた。

【授業での教師の配置や声かけ・手助けのあり方について】

・自分で回数を意識できる生徒たちであったため、土の分量等を回数で示したが、一人で活動に取り

組むことができた。

・教師の支援としては、作業内容が生徒にとってすぐに覚えて取り組むことができるものであったた

め、必要最低限の声かけしか行わなかった。そのことで、生徒も作業ペースを自分なりの方法でつ

かみ、取り組むことができていたと思われる。

・具体的支援としては、生徒の様子を見ながらの声かけと、それぞれの作業の初めての時間の具体的

示範が主であった。

・土をまぜる際、2種類の土をどれくらい入れればよいかわかるように、回数を伝えた。生徒が土を

すくう動きに合わせて、「1，2．．・」と数を数えた。

・生徒のその日の様子に応じて、やるべき作業の一部を教師が行ったり、取り組みやすいように、セッ

ティングをした。

4考察

（1）第Ⅰ期について

第Ⅰ期の授業計画立案では、本事例となった園芸斑作業が今年度初めて実施されたこともあり、土

作りのように作業班発足に必要な条件整備にかかわる活動も重視して検討した。このような視点で授

業計画を立案することは、年間を通して一定の作業種による作業活動を実施する作業斑の発足には不

可欠であると考える。発足時の条件整備如何によって、その後、一定の流れで継続される作業学習の

成果に大きな影響が生じるからである。本事例について言えば、作業班発足の早い段階で、すでに実

施した園芸斑作業の成果に基づき土作りの必要性が認識されたことは、意義あることであった。
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一方で、土作りは、単に作業班発足時だけでなく、園芸姓作業の年間のサイクルの中で、明確に時

期を位置づけ実施していくことが求められる活動でもある。その時期として、堆肥入れ後、一定期間

をおくことが望ましいという事情から、積雪前の時期にその活動が位置づけられることが、授業者の

検討や専門家からの指導助言の過程で明らかになったことは、積雪期を見通した園芸班作業の年間計

画の目安となろう。積雪期の屋外作業の休止を、土作りに必要な休耕期間として積極的な意義に転化

できる一つのプランである。

ただし、本事例のように、農園芸作業においては、収穫時期のずれ込みがあり得るのも厳しい現実

である。柔軟性があり、かつ必要なことを行える年間計画の立案が求められる。

また、年度当初に成果をあげた花壇への花の植え付けを、園芸班作業に明確に位置づけることと呼

応して、年度終了にあたる本事例第Ⅱ期の作業活動を組織する視点も、年間計画立案の方法として、

有効なあり方であると考える。農園芸作業が、四季の移り変わりに沿って年間の大きなサイクルで展

開される性格であることを考えれば、本事例で計画された球根の植え付け作業は、今後一層明確に園

芸班作業の年間計画に位置づけられてよい。

植え付けにかかわる作業は、ビニールハウス等の屋内での作業が可能であり、その点でも積雪期に

実施可能な作業内容として有効である。

積雪期を踏まえた農園芸作業の年間計画のあり方、とりわけ積雪前の時期における活動計画のあり

方として、本事例では、以上の2つのあり方が示された。

いずれも、今後その位置づけを明確にしていくべきものと考えるが、日程計画上、両者を本事例第

Ⅱ期の作業活動として位置づけるには、活動量と日程の関係上課題もある。本事例の第Ⅱ期の授業が

球根の植え付けのみで成立した事情を考え合わせれば、両者を年間計画上、どのように位置づけてい

くかが課題となろう。

なお、第I期の検討過程では、農業専門家として、岩手大学教育学部金澤俊成助教授の指導助言を

いただいた。農園芸作業に限らず、作業学習では、専門性が要求されることが多い。専門家とのかか

わりを生徒共々深めていくことができれば作業学習の技術的向上につながる。

（2）第Ⅲ期について

前述の通り、第Ⅲ期は、当初の予定を変更し、球根の植え付けのみに取り組んだ。結果、授業の反

省にも示されたように、主な活動が「混合土作り」「球根の植え付け」の二つに絞り込まれ、活動の

進めやすさにつながった。

計画された活動内容自体もそのために用いられた道具等も、生徒に取り組みやすいものであったこ

とから、主体的に取り組める状況をつくることができた。このことは、事例対象生徒の活動記録から

も読みとることができる。

「混合土作り」「球根の植え付け」という二つの活動を、本事例のように時期を分けて行うことと、

同一時期に同時に展開する方法があり得、授業者の反省にも両者への言及が見られる。いずれの場合

も存分に取り組めるだけの活動量があることを前提に、生徒にとって見通しをもって主体的に取り組

めることと実際的な作業活動となることから検討されるものと考えられるO

ビニールハウスを場としたことで、ノ活動が天候の影響を受けなかったことは、本事例の形態による

実践研究を継続し、活動の最適化を図る過程で、積雪期にも対応できる作業活動の実施が期待できる

ことを示唆する。授業の反省に述べられた場の整理等の授業の状況づくりと共に、第I期の検討で示

された屋内作業を年間計画にどのように位置づけていくかも課題となろう。ビニールハウス等での屋

内作業の充実が、屋内生産物の拡充に伴い、屋外作業の活動時期や活動量等の検討も促すからである。
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（3）積雪期の農園芸作業のあり方につ高て

本研究では、積雪期のある東北地域において年間を通じて継続的な農園芸作業学習が展開できる方

法に関する示唆を得ることを目的とし、事例的検討を行ってきた。

積雪期のある地域での農園芸作業学習のあり方として、本事例から示唆されることは以下の2点で

ある。

まず第1に、積雪期を年間計画にどう位置づけるかの問題である。積雪期に屋外作業が休止せざる

を得ない場合、その休止を単なる中断とせず、本事例で検討された積雪前の土作りのように、耕作地

の養生期間とする年間計画のあり方がある。その一方で、屋外作業を休止している期間に実施可能な

屋内作業の充実も検討課題となる。本事例では、ビニールハウス等の屋内作業の充実を方向性として

示したが、その場合、屋内作業自体の作業内容を年間計画にどのように位置づけ、意味づけていくか

も検討されていくことになろう。屋内作業を行う場合には、ビニールハウスや作業室の整備も欠かす

ことができず、全校的なコンセンサスの下に場の確保がなされることも必要となる。
第2に、主に本事例第Ⅱ期において検討した生徒の活動の質の問題である。年間計画上、いかに活

動を検討し、積雪時の農園芸作業に年間計画上の整合性をもたせたとしても、その活動に携わる生徒

にとって、主体的に取り組める作業活動でなければ、自立の実現を願う作業学習としては成立しない。

活動の選択段階から、場や道具等の検討、教師の直接的対応の手立てのあり方等が検討されていく

必要は、農園芸作業といえども、他の作業学習や自立を願う授業同様に、入念になされねばならない。

とりわけ、農園芸作業は、他の作業種に比べ、生産サイクルが長く、見通しのもちにくい作業種であ

る。一層の手立ての充実が求められる。

本事例では、生徒が主体的に取り組む作業活動として成立する手立てを四つの視点から検討したが、

「球根の植え付け」という1．事例が、屋内作業による生徒の農園芸作業の充実に、可能性を示すこと

ができたと考える。

今ひとつの授業計画であった屋外での土作りの検証と合わせ、実践研究の蓄積を、今後とも図って

いきながら、積雪期のある東北地域での農園芸作業学習のあり方を実践的に明らかにしていくことが

課題となろう。
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表1A君の活動記録（抜粋）

目標：作業手順を分かり時間いっぱい作業に取り組むことがセきる。

自分から進んで活動に取り組むことができるO

月／日 主な活動 活動の様子 支援の手立て ．反省
11／10

1レ 17

・土をまぜる。
（ペットポ ドレを使い、

土 5 回、バー ミキュラ
イ ト1 回をバケツに入
れまぜる。まぜたもの
をシー トの上にあけ ‾

る。）

・プランターに土を
入れる。
（赤玉土をペ ットボ ト

ルで10回 と土をスコ

ップで入れる。）

．最初の何回かは、土の分量や、入れる
回数を、教師と確認 しながら＿、一緒に
取 り組む。

．徐々に自分の判断で、作業に取 り組む
ようになり、教師には土を入れる回数
と「土を混ぜた」という活動の確認 （報

・告）のみとなった。

．開始の合図がかかる前に、自分から机
のところへ行き、活動に取 り掛かろう
とする様子が見られた。

．確認 （報告）の言葉は必ず出る。

．作業の流れが分か り、一入で取 り組ん
でいる。

．友達の様子を見ながら、スコップでプ
ランターに土を入れる。

．実際に活動に取 り組む

中で、土の分量とパケ

・ツに入れる回数を確認。
．目標個数は特に決めな
かったが、終わ りの合
図がかかるまで、活動

に取 り組んでいた。

・プランターへ入れる土
の量 （目安）をはっき
り示 してお くとより一
入で取 り組めていたと
思われる。

11／18 ・プランターに球根を

植える。
．球根 についているビニールテープはが

しでは、取れない ときに、 「とって く
ださい」 と要求する。

・球根植えは、木枠 とスプーンを使い、
丁寧に植え付 けを行っていた。

・掘る深さなど少 し難 しいようで、浅 く
掘る時もあったが、 「もう少 し深＿くだ
よ」等の声掛けで、深 く掘ることがで
きるようになってきた。徐 々に声掛け
も必要なくなってきた。

．－「次、お願い」の声掛けで新 しいプラ
ンターに取 り組む。

．一緒に作業を確認 しな
が ら活動に取 り組む。

・様子を見ながら、徐 々
に動作や声掛けの支援
を減らしてい く。

．今 日取 り組むプランタ
ーの数をもっとしっか
り本人に確認 してお く
必要があった。

11／19 ．プランターに球根を
を植える。

・作業開始前の道具の準備は、声掛けを

しても何を準備すればいいのかわか ら
ないようであったが、机上に道具が準
備されると （声掛けをしなが ら一緒に
準備する）、スムーズに作業に取 り掛
かることができた。

．昨 日、自分のやっていた方法 と同じ方
法で、作業をする。 （右端上の段から
順番に植える）

・「できました」の教師への確認 を求め
る言葉がプランター完成ごとに出てく
る。教師に、「いいよ」といわれると、
プランターを置きにいく。

．時々 「次、お願い」の声掛けが必要に
なったが、自分 からプランターを持っ
てきて、球根植えに取 り組むことがで
きていた。

．活動を見守 りながら、

必要 と思われる部分に

ついてのみ声掛けをす ・
る。
（植えつけた後の土を

平らにする部分。）

11／20 ．プランターに球根を
植える。

・球根 を植えたプラン
ターを運ぶ。

．慣れた≠順で活動に取 り組む。

・一斉指示のほかに個別の指示 をした
が、なかなか活動が頭 に入 らないよう

で、活動 に取 り掛かるのに少し時間が
かかった。

・自分がどれ くらい運べばよいか分かっ
てからは、＿落ち着いて頑張 ることがで
きていた。

・具体物 を指 さしての指
示。
’．教師も同じ活動 に取 り
組む。

・全 プランター数 （70）
が分かるように見える
位置に置 く。
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表2B君の活動記録（抜粋）

目標：作業手順を理解し、見通しをもって働くことができる。

月／日 主な活動 活動の様子 、支援の手立て ・反省

11／10 ．土をまぜる。
（ペ ットボ トルを使

い、‾土 5 回、バーミ
キュライ ト1 回をバ
ケツに入れまぜるo
まぜたものをシー ト

・の上にあける。）
，プランターに土を入
れる。
（赤玉土をペ ットボ

トルで10 回と土をス

コップで入れる。）

・モデルにはあまり注 目せず。

．声掛けに応 じて、スムー‾ズに行うO
．ノ3 回続けて行うが 4 回目に入ろうとす
るところで歩 き出すが、名前を呼ばれ
ると戻づてくる。

′，モデ元を見ている。

．1 回‾目はスムーズに行う。
・2 回目に名前を呼ぶ と怒るが、作業は
行う。

こ3 回目も名前を呼ぶ と怒 り始めるが、
終わりを伝えるとスムーズに行う。

．実際に行いながら説明。

（ペ ットポ ドレを渡す、

1 － 5 を数える、指さし）

・無理に続けず、様子を
見なが ら声をかける。

．見通 しがはっきりした
方がいいのでは。

．プランター 3 個を見せ、
取 り組む量を伝える。

・これで終わりであること
を伝える。

11／17 ．土をまぜる。
（ペ ッニトボ ドレを使

い、土 5 回、バーミ
キュライ ト1 回をバ
ケツに入れ、シー ト

の上に土をかける。）

・プランターに土を入
れる。
（赤玉土をペ ットボ

トル 7 回と土をスコ

ップで 7 回入れる。）

・先週の後半欠席 したが、仕事は覚えて

おり、 6 回は続けて行ったあと一息つ
く。

．前半はマグネットをあまり意識 してい
ないようだった。

．土を入れているかごに土が足 されるの
を見ると、 「まだやるのか？」 という
様子で声をあげていた。

．後半、マグネットの数を意識 し始め、
終わりまでの励みにしているようであ

った。
・休憩後の作業は、やはりマグネットの
数を意識 しながら終わりまで作業を続
ける。

・スコップの扱いはぎこちないが、一入
で行うことができる。

．3 個のプランターにスムーズに土を入
れることができる。

．仕事量の見通 しがもて

るようチェック表を準
備。
（10 国分× 2 セット＿）

．一回シー トに土をあけ
たら教師がマグネット
を一つ貼る。

・本人がマグネットを見
たときや注意を向ける
ように声をかけた後貼
る。－

．10 回目に自分でマグ
ネットを貼るようにし、
休憩を伝える。

・スコップの持ち方を手 ・
を添えて伝える。

・土を入れる回数を 「7
回」 と決め、「いち、堕」
と数えるO

11／18 ．プランターに球根を
植えノる。

・教師のモデルを見ているO

．教師が作業の準備をしているとき怒 り
始める。（作業内容が異な－るためか？）

．前半は怒 りなが らも穴を掘って植える
作業を行う。

・球根の上下の判断は難 しいが、掘って
植えることはスムーズに行う。

．教師がプランターを机の上にのせると、
自分から近づいてきて作業を始める。

・作業を行う中で、徐々に落ち着きを取
りもどし、10個のプランターに球根を

植える。

・植え方の手順について
実際に植えて伝える。

．作業量チェック表を提
示 し、一つ終わるごと

にマグネットを貼る。

・様子を見て、プランタ
ーを机にのせたり運ん
だりする作業は教師が
行う。

・目標の10個を行ったあ
とは休憩タイムとし、

見守る。

11／19 ・プランターに球根を
植える。

．前日で作業の流れを理解 したためか、

落ち着いて作業に取 り組む。

．穴を指定されたところに掘 り、球根を
入れることはできるが、 きちんと植え
込むことは難 しい。

・球根を数個植えてはふらつ くが、自分
で戻ってきて10個植えることができた。

．小皿に10個球根を入れ、
終わりがわかるように

する。

11／20 ．プランターに球根を
植える。

・′球根を植えたプラン
ターを運ぶ。

・昨日までと同 じ作業のため、落ち着い

て取 り組む。
るごとに確認する。

・周 りの友達が運んでいるのを見て一緒
に運び始める。

．作業量チェック表 （3
回分）を提示 し、一つ

トを貼 る。




